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解
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編
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江
戸
時
代
の
旅 

２ 

―
旅
す
る
「
に
せ
徳
川
男
」
を
追
え
！
― 
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○
史
料
１
～
５
は
、
萩
藩
の
記
録
「
公
儀
事
控
」（
毛
利
家
文
庫
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
、「
徳
川
」
を
名
乗
る
三
〇
才
ぐ
ら
い
の
男
（
に
せ
徳
川
男
）
が
諸
国
を
巡
回
す
る
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
が
、
そ
の
取
締
り
を
諸
大
名
に
指
示
し
た
こ
と
に
関
す
る
記
事

で
す
。
こ
の
記
事
に
は
、
幕
府
の
通
達
が
萩
藩
に
伝
え
ら
れ
た
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
幕
府
の
歴
史
書
『
徳
川
実
紀
』
延
享
元
年
三
月
七
日
条
に
も
次
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

け
ふ
ふ
れ
ら
れ
し
は
。
徳
川
某
と
名
の
り
。
年
三
十
あ
ま
り
に
て
。
身
の
丈
六
尺
ば
か
り
。
骨
相
よ
く
。
弁
舌
さ
は

や
か
に
。
膂
力
（
り
ょ
り
ょ
く
。
腕
力
の
意
）
も
あ
る
に
や
。
重
さ
三
十
貫
目
ば
か
り
な
る
笈
の
ご
と
き
も
の
負
て
。
其

中
に
甲
冑
。
兵
具
を
か
く
し
。
鉄
棒
を
つ
き
。
丹
波
の
国
桑
田
郡
の
辺
を
徘
徊
し
。
夫
よ
り
国
々
に
遍
歴
す
る
の
よ

し
を
い
ふ
と
聞
ゆ
。
よ
て
さ
る
も
の
来
ら
ば
。
其
処
に
と
ゞ
め
を
き
。
奉
行
所
。
代
官
。
な
ら
び
領
主
へ
う
た
へ
出

べ
し
と
な
り
。 

 

史
料
１ 

 

  
 

骨
柄
弁
舌
等
勝
レ
候
男
、
徳
川 

 
 

何
某
と
申
巡
行
ニ
付
御
尋
之
事 

一
延
享
元
甲
子
年
四
月
九
日
、
大
御
目
付
中
ゟ 

 

御
廻
状
を
以
御
書
付
写
一
通
、
河
野 

 

豊
前
守
殿
ゟ
到
来
付
而
写
留
、
上
杉 

 

民
部
大
輔
殿
衆
江
及
順
達
候 

    

●
概
要 

記
事
全
体
の
見
出
し
に
あ
た
る
部
分
と
、
史
料
２
が
幕
府
大
目
付
か
ら
廻
状
形
式
で
通
達
さ
れ
た
こ
と

を
記
し
た
部
分
。 

 

●
大
意 

体
つ
き
が
良
く
、
弁
舌
す
ぐ
れ
た
者
（
し
ゃ
べ
り
の
上
手
な
者
）
が
、
徳
川
な
に
が
し
と
名
乗
り
歩
き
回

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
（
幕
府
か
ら
）
探
索
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と 

一
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
四
月
九
日
、
大
目
付
廻
状
形
式
で
通
達
の
あ
っ
た
御
書
付
の
写
一
通
が
、

幕
府
大
目
付
の
河
野
豊
前
守
様
よ
り
（
萩
藩
の
留
守
居
役
、
萩
藩
の
江
戸
藩
邸
に
宛
て
）
到
来
し
た
の
で
そ
れ

を
書
き
写
し
、（
次
の
回
覧
先
で
あ
る
）

上
杉
民
部
大
輔
様
の
留
守
居
役
へ
順
達
し
た
。 

 

＊
骨
柄
：
こ
つ
が
ら
。
体
つ
き
の
よ
い
、
の
意
味
。 

＊
大
御
目
付
中
：
幕
府
の
役
職
で
あ
る
大
目
付
。
幕
府

の
法
令
を
諸
大
名
に
通
達
す
る
業
務
を
担
当
し
た
。 

＊
河
野
豊
前
守
：
通
喬
。
大
目
付
。 

＊
上
杉
民
部
大
輔
：
米
沢
藩
主
上
杉
宗
房
。 
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史
料
２ 

  
 

松
平
左
近
将
監
殿
御
渡
候 

 
 

御
書
付
写
壱
通
相
廻 

 
 

候
間
、
被
得
其
旨
、
無
遅
滞 

 
 

順
達
、
留
り
ゟ
河
野
豊
前
守 

 
 

方
江
可
被
相
返
候
、
以
上 

 
 
 
 

四
月
九
日 

 

大
目
付 

 
 
 

 
 

松
平
安
芸
守
殿 

 
 

松
平
甲
斐
守
殿 

 
 

松
平
筑
前
守
殿 

 
 

松
平
大
膳
大
夫
殿 

    

上
杉
民
部
大
輔
殿 

 
 

松
平
大
和
守
殿 

 
 

松
平
丹
後
守
殿 

松
平
隠
岐
守
殿 

    

牧
野
民
部
少
輔
殿 

 
 

鍋
嶋
加
賀
守
殿 

    

九
鬼
仙
次
郎
殿 

    

上
杉
駿
河
守
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
留
守
居 

 

●
概
要 

延
享
元
年
四
月
九
日
、
幕
府
老
中
松
平
乗
邑
か
ら
出
さ
れ
た
御
書
付
（
通
達
）
の
写
を
、
大
目
付
か

ら
各
大
名
の
留
守
居
役
へ
廻
状
形
式
で
伝
達
し
た
際
の
添
付
文
書
。
こ
の
時
萩
藩
主
は
、
広
島
藩
主

ら
一
二
名
の
回
覧
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。 

●
大
意 

幕
府
老
中
松
平
乗
邑
様
か
ら
出
さ
れ
た
御
書
付
（
通
達
）
の
写
一
通
を
回
覧
す
る
の
で
、（
御
書
付
の
）

趣
旨
を
了
解
の
上
、
滞
り
な
く
次
へ
と
順
達
し
、
回
覧
最
後
の
大
名
家
か
ら
大
目
付
河
野
豊
前
守
へ

御
書
付
の
写
し
を
戻
し
な
さ
い
。 

（
伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
喬
） 

（
長
岡
藩
主
牧
野
忠
周
） 

＊
松
平
左
近
将
監
殿
：
幕
府
老
中
松
平
乗
邑
。 

＊
留
り
ゟ
：
こ
の
廻
状
が
回
る
最
後
の
大
名
家 

か
ら
、
の
意
味
。 

（
広
島
藩
主
浅
野
吉
長
） 

（
大
和
郡
山
藩
主
柳
沢
吉
里
） 

（
福
岡
藩
主
黒
田
継
高
） 

（
萩
藩
主
毛
利
宗
広
） 

（
米
沢
藩
主
上
杉
宗
房
） 

（
姫
路
藩
主
松
平
明
矩
） 

（
佐
賀
藩
主
鍋
島
宗
教
） 

（
肥
前
小
城
藩
主
鍋
島
直
英
） 

（
摂
津
三
田
藩
九
鬼
隆
邑
） 

（
米
沢
新
田
藩
上
杉
勝
周
） 
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史
料
３ 

 
大
目
付
江 

  

当
三
月
中
、
年
頃
三
十
余
ニ 

 

相
見
、
丈
ケ
六
尺
程
有
之
、 

 

骨
柄
弁
舌
等
勝
レ
候
男
、
重
サ 

 

三
拾
貫
目
位
之
笈
之
様
成 

  

箱
を
背
負
、
右
箱
之
内
ニ
者 

  

刀
・
脇
差
・
具
足
等
兵
具
を
入
、 

  

胴
金
を
打
候
棒
を
突
、
丹
波
国 

 

桑
田
郡
辺
を
致
徘
徊
、 

 

徳
川
何
某
と
申
者
ニ
而
、
諸
国 

 

巡
行
致
し
候
段
申
候
由
ニ
候
、 

 

右
躰
之
者
罷
通
候
ハ
ヽ
、
其
所
ニ 

 

留
置
、
御
料
者
御
代
官
、 

 

私
領
は
領
主
・
地
頭
江
申
出
、 

  

そ
れ
よ
り
江
戸
・
京
・
大
坂 

 

向
寄
之
奉
行
所
江
可
申
達
候
、 

 

尤
見
及
聞
及
候
ハ
ヽ
、
其
段 

 

可
申
出
候
、
若
隠
し
置 

 

後
日
に
脇
よ
り
相
知
候
ハ
ヽ
、 

 

可
為
曲
事
候 

右
之
通
、
可
被
相
触
候 

 

●
概
要 

老
中
か
ら
大
目
付
へ
渡
さ
れ
た
御
書
付
の
写
し
。「
に
せ
徳
川
男
」
へ
の
対
応
を
指
示
す
る
内
容
。「
に

せ
徳
川
男
」
の
姿
格
好
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
大
意 

こ
の
三
月
、
年
齢
は
三
〇
才
ほ
ど
に
見
え
、
背
丈
は
六
尺
（
一
八
〇
㎝
）
く
ら
い
、
体
つ
き
が
よ
く
、
弁
舌

に
す
ぐ
れ
た
男
が
、
重
さ
三
〇
貫
目
く
ら
い
の
笈
（
お
い
）
の
よ
う
な
箱
を
背
負
い
、
箱
の
中
に
刀
・
脇
差
・

具
足
な
ど
の
兵
具
を
入
れ
、
胴
金
（
ど
う
が
ね
）
を
施
し
た
鉄
棒
を
突
き
、
丹
波
国
桑
田
郡
（
現
京
都
府
）
あ
た

り
を
徘
徊
し
、「
徳
川
な
に
が
し
」
と
名
乗
り
、
諸
国
を
巡
行
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
者
が
通
行

し
た
ら
留
め
置
き
、
幕
府
領
で
あ
れ
ば
代
官
、
大
名
・
旗
本
領
で
あ
れ
ば
大
名
・
旗
本
に
申
し
出
、
そ
れ

か
ら
江
戸
・
京
・
大
坂
の
幕
府
奉
行
所
に
注
進
す
る
よ
う
に
。
も
し
隠
し
置
く
こ
と
が
あ
れ
ば
後
日
処
罰

す
る
。 

右
の
と
お
り
周
知
し
な
さ
い
。 

 

＊
御
料
：
幕
府
領
。 

＊
私
領
：
大
名
領
・
旗
本
領
。 

＊
領
主
：
大
名
。 

＊
地
頭
：
こ
こ
で
は
旗
本
の
意
味
。 
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 史
料
４ 

 
四
月
○ 

一
右
之
通
付
而
、
御
廻
状
之
趣
写
申
付
、
同
年 

 

四
月
十
二
日
之
飛
脚
便
を
以
御
国
中
并
御
末
家 

 

方
・
岩
国
江
も
如
例
可
有
沙
汰
候
由
、
山
内 

 

縫
殿
当
職
役
方
江
榎
本
遠
江
ゟ
申
遣
候
事 

一
同
年
五
月
廿
三
日
之
書
状
を
以
、
江
戸
御
留
守
居 

 

熊
谷
帯
刀
并
公
儀
人
中
ゟ
申
来
候
は
、 

  

先
達
而
被
相
達
候
国
々
致
巡
行
候
年
頃 

 

三
十
余
ニ
相
見
候
男
、
於
京
都
被
召
捕
候
儀
付
而
之 

 

御
書
付
写
一
通
、
松
平
左
近
将
監
様
被
成
御
渡 

 

候
由
ニ
而
、
去
ル
十
一
日
大
御
目
付
稲
生
下
野
守
殿
ゟ 

 

別
紙
之
通
御
廻
状
到
来
付
而
写
留
、
松
平 

 

丹
波
守
様
衆
江
致
順
達
候
由
申
来
、
及 

 

御
聞
、
山
内
縫
殿
当
職
役
方
江
も
令
沙
汰
候
事 

 

●
概
要 

最
初
の
一
つ
書
は
、
史
料
３
の
御
書
付
が
四
月
十
二
日
の
飛
脚
便
で
国
許
（
萩
）
に
伝
達
さ
れ
た
経

緯
を
記
し
た
部
分
。
二
番
目
の
一
つ
書
は
、
そ
の
後
の
経
緯
を
記
し
た
部
分
。
五
月
十
一
日
、「
に

せ
徳
川
男
」
が
京
都
で
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
幕
府
か
ら
ふ
た
た
び
御
書
付
が
出
さ
れ
、
同
月

二
十
三
日
の
書
状
で
国
許
に
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
四
月
二
十
二
日
、
萩
藩
主
毛
利
宗
広
は
江
戸
を
発
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
そ
れ
に
伴
い
、

そ
れ
ま
で
江
戸
藩
邸
に
い
た
重
職
、
当
役
の
榎
本
遠
江
も
藩
主
に
随
行
し
国
許
に
帰
っ
て
い
る
（
五

月
二
十
一
日
着
）
。 

 

●
大
意 

一
右
の
よ
う
に
廻
状
が
廻
っ
て
き
た
の
で
内
容
を
写
し
取
り
、
四
月
十
二
日
の
飛
脚
便
で
、
江
戸
に 

い
た
重
職
、
当
役
榎
本
遠
江
が
、
国
許
（
萩
）
の
重
職
、
当
職
山
内
縫
殿
へ
宛
て
御
書
付
の
写
を
送

り
、
萩
藩
領
内
お
よ
び
支
藩
（
長
府
・
徳
山
・
清
末
藩
）・
岩
国
領
へ
内
容
を
通
知
す
る
よ
う
指
示
し
た
。 

一
五
月
二
十
三
日
、
江
戸
藩
邸
の
江
戸
留
守
居
役
熊
谷
帯
刀
と
公
儀
人
（
萩
藩
の
幕
府
担
当
役
人
）
か
ら 

国
許
（
に
帰
っ
て
い
た
当
役
榎
本
宛
て
）
に
書
状
が
送
ら
れ
た
。
内
容
は
、
先
日
、
幕
府
か
ら
通
達
が
あ
っ

た
「
に
せ
徳
川
男
」
が
京
都
で
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
老
中
松
平
乗
邑
様
か
ら
ふ
た
た
び

御
書
付
が
出
さ
れ
、
五
月
十
一
日
、
大
目
付
稲
生
下
野
守
様
か
ら
廻
状
で
通
達
さ
れ
た
の
で
、
内

容
を
写
し
取
り
、
次
の
松
平
丹
波
守
様
の
藩
邸
へ
廻
状
を
廻
し
た
、
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
そ

の
内
容
を
殿
様
の
お
耳
に
入
れ
、（
さ
ら
に
当
役
榎
本
か
ら
）
当
職
山
内
縫
殿
へ
も
（
御
書
付
の
内
容
を
藩
内
・

支
藩
等
へ
通
知
す
る
よ
う
）
指
示
し
た
。 
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史
料
５ 

     

  

先
頃
相
達
候
国
々
致
巡
行
候 

 

年
比
三
十
余
ニ
相
見
候
男 

 

罷
通
候
ハ
ヽ
可
申
出
旨
相
触 

  

候
得
共
、
於
京
都
召
捕
候
間
、 

 

最
早
不
及
其
儀
候
、
惣
而 

 

重
而
も
右
躰
之
紛
敷
者 

 

有
之
候
ハ
ヽ
、
其
所
ニ
留
置
、 

 

御
料
者
御
代
官
、
私
領
者 

 

領
主
・
地
頭
江
申
出
之
、
夫
よ
り 

 

江
戸
・
京
・
大
坂
向
寄
之 

 

奉
行
所
江
可
申
達
旨
可 

 

被
相
触
候 

 
 

子
五
月 

 
 
 

●
概
要 

「
に
せ
徳
川
男
」
が
京
都
で
捕
え
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
老
中
の
御
書
付
の
写
し
。
今
後
、
同
様
の
者
が

現
れ
た
場
合
の
処
置
に
関
し
て
も
指
示
し
て
い
る
。 

 

●
大
意 

さ
き
ご
ろ
、
諸
国
を
巡
行
し
て
い
る
と
い
う
三
〇
才
ぐ
ら
い
の
男
（「
に
せ
徳
川
男
」）
が
通
行
し
た
ら
申
し

出
る
よ
う
に
と
通
達
し
た
が
、
京
都
で
そ
の
男
が
捕
ら
え
ら
れ
た
の
で
、
も
う
そ
の
必
要
は
な
い
。
ふ
た

た
び
そ
の
よ
う
な
ま
ぎ
ら
わ
し
い
者
が
現
れ
た
ら
、
各
領
内
で
留
め
置
き
、
幕
府
領
で
あ
れ
ば
代
官
に
、

大
名
・
旗
本
領
で
あ
れ
ば
大
名
・
旗
本
に
申
し
出
、
さ
ら
に
江
戸
・
京
・
大
坂
な
ど
最
寄
り
の
幕
府
奉
行

所
へ
注
進
す
る
よ
う
に
、
と
領
内
に
通
知
し
な
さ
い
。 


